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　　　　　　　　　　　　　柱梁接合部の 載荷実験

変厚鋼板を梁 フ ラ ン ジに 用い た増厚梁端接合部の塑 性変形能 力 その 2

柱梁接合部　塑性 変形 能 力　実 大 実 験

変厚鋼板　　、溶接　　　　　破壊性状

1 、はじめに

　そ の 1 で 述べ た 変厚鋼板を梁 フ ラ ン ジ に 用い た柱梁接

合部試 験体の 載荷実験の 結果 を 示す ．

2 ．載荷計 画

　 図 1 に実験 に 用 い た 載荷装置を示 す．載荷振幅 は 梁端

が梁 の 全塑性モ ーメ ン トに達 した とき の 梁 の 回 転 角 の 弾

性成分 θ
，
を基準 と して 2θ

，，4θ
p
で 各 2 回ず つ ，6θ

，
で 6

回 の 正 負交番繰返 し載荷を行 っ た．e
，

の 値 は 梁 を 等断 面

と して 算定 した，終 局 の 定 義 は耐 力 が 最 大 耐 力 の 90％ を

下回 る か破断 した 時点 とす る．

3 ．実験結果

3．1　履 歴 と破壊性状

　図 2 に 実験終 了 時 の 写真，図 3 に 曲げモ
ー

メ ン トー梁

端回 転角関係，表 1 に 実験 結果 の
一

覧 をそ れ ぞれ 示 す．

（DSC は，まず、4θ
，
の 1 回 目に ス カ ラ ッ プ 底 に 亀裂 が

発 生 し，2 回 目に亀裂 が 進 展 した．6θ
，
の 1 回 目に 梁 フ ラ

．0
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ン ジ が 局 部座 屈 し，ス カ ラ ッ プ 底の 亀裂 が 梁 フ ラ ン ジ 板

厚 方向 に貫 通 し，負載荷時に 梁 フ ラ ン ジ が破断 した ，

（2）WC は ，ま ず，4θ
p
の 2 回 目に梁 フ ラ ン ジの 拡幅開 始

位置か ら等幅部分 250mm 程 度の 範 囲 で 局 部 座 屈 が 発 生 し

た．次に 6θp
の 2 回 目に 梁 ウ ェ ブ も局部座 屈 し，3 回目以

上 は こ れ らの 局部座 屈 が さ ら に 進 行 し た．し か し
， 構 面

外拘束治具の 耐力不 足 に よ りこ れ よ り も大 き い 振幅 の 載

荷が で きず，最後 に 正 方向へ 10θp まで 単調載荷 し た．こ

の 間，局 部座 屈 の 進行 に 伴 い 耐力低 下 が 続い た ．

3）TT は，ま ず，4θ
，
の 2 回 目 に 梁 フ ラ ン ジ の 増厚 開始

位置か ら等幅部分 250mm 程度 の 範囲で 局部座屈 が発 生 し

た，次 に 6θ
p

の 2 回 目に 梁 ウヱ ブ の 局 部 座 屈 が 発 生 し，3

回 目以 降は こ れ らの 局 部座 屈 が さ ら に進 行 した，6e
，
の 5

回 N に柱 か ら 300mm 程度 の 位置で BH 梁の 隅肉溶接 に 亀

裂 を 確 認 し た ．6 回 目 の 正 載荷時 に 二 の 亀裂 か ら 梁 フ ラ

ン ジ の 板幅方向に破断 した，

　WC は 載 荷 中 に面 外 変 形 拘 束 治 具 の 変 形 が 大 き くな り，
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図 2　実験終 了 時 の 試 験体写 真
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一
卜分 に 拘束 で き ない 条件 で 載荷 して お り，局部座屈 発 生

位 置 周 辺 で 捩 れ を 伴 っ て 粱の 曲 げ 圧 縮側 の 変 形 が 構 面 外

へ 逃げた た め に TT の よ うな破断 に 至 らず，0．08rad ま で

変形で きた と考 え られ る．

　図 4 に 変 断 面試験体 の 曲げ耐力 の 分布を 示す ．変断

面 開始位置が 最 大 曲 げ耐力 hM 、，に 達 した とき の 梁 端 の 曲

げモ ーメ ン トを 。。i，Vu とす る．梁端 曲げモ
ー

メ ン トの 最 人

値 M 、uax と梁 の 等断 面 部 の 全 塑 性 モ
ー

メ ン ト
ト匂 の 比 は，

SC が L31 と な っ た，ま た WC が 1，37
，
　 TT が L42 と 更

に 大 きい 値 と なっ た ，また Mm 。．／，。iM 。の 値 は SC が 1．Ol，

WC が 098
，
　 T11 が LO4 とな り，実験値 と計算値は お お む

ね
一

致 した．WC が や や 小 さい の は 面 外 拘 束 治 具 の 酎 力

不足 に よる もの で，SC，TT は構 面 外変形が 十分 に拘束さ

れ て い た た め LO を超 え た と考えられ る．

　終 局 時 の 累積塑性変 形 倍 率 ηは，破 断 で 終 局 に 至 っ

た SC は 43．4 とな っ た．局部座屈 で 終 局 に 至 っ た WC は

36．3，同 じ く TT は 33．7 と な っ た，　 SC は 止 載荷 で 局 部

座屈 に よ る耐力低 下が 小 さ く ηが 大 き い ．WC は 面 外 拘

束治 具 変 形 の 影響 が あ っ た た め ，TT よ り も ηが 大 き く

な っ た と考 え られ る ．なお ， 終局 時 ま で の ηは，WC
，
TT

は SC よ り小 さい が，耐力 低 下後 ま で 含 め た 変形 能 力 は

表 1　実験結果
一

覧

試 験 体 SC WC 　 　　　 　　 TT
終局状 態 破断 局 部 座 屈　

．
局部座 屈

　 　 　 　 　 ｝
終 局 時 の サ イ ク ル 一6〔払 咽 目 1−6〔  1回 R ＋6θ

ρ　1回 目

創況 （姻 ・m ） 992 1〔［77 11 4

う諷 （kN ・
m 〕 769 769 BO6

θ 0．008980 ．00855  ．00908
耐 んv 1．31 1，37 1，42
i

　
一
乢 ，／瀕 128 L36 1．42

、　 ＋ 鴣 猟ん萬 1．0／ 0．98 1．03
一
砿 。ゐ 以  ．99 0，97 1．04

「 43．4 36．3 33．7
嶋 。、： 実 験 で 得 られ た 梁端部の 最 大 曲 げモ

ー
メ ン ト

ワ ： 累積 塑 性変 形倍 率

．，．，M ，、

　　　　　　　　　 最大 曲げ 耐力 ： IMs 、
全 塑性 曲 げ モ ーメ ン ト ： bMp

WC ，　 TT の 方 が 明 らか に大 き い ．

3．2 歪分布

　拡 幅 ・増 厚 に よ る塑 性 化領域の 違い を確認す るた め に ，

梁 フ ラ ン ジ材軸方向の 歪 分布 と梁端部 の フ ラ ン ジ幅方 向

の 歪分布を求 め た 、4θp
の 1 回 目の 歪 振 幅 の フ ラ ン ジ 材

軸方向の 分布 を 図 5 に 示 す ．SC は柱 に 近 い ほ ど歪 が 大 き

くな り，梁 フ ラ ン ジ 溶接 部 の 歪 が 最大 とな る．一
方 で ，

WC ．TT は 柱か ら 2 Omm か ら 400mm の 位置 で 歪 が最大と

な っ た、す な わ ち，SC は 柱 か ら 400mm の 間 で
，
　 WC と

TT は 200−−600mm の 間 で 歪 が 2％ 以 上 と な り，こ の 部分

で 塑 性 化 が 大 き く進 行 した、また，4θ
ρ

の 1回 目の 梁端の

フ ラン ジの 幅方 向の 歪 分布 を 図 6に 示 す．SC の 歪 が 最 も

大きく，WC と TT の 歪 に 差 は な か っ た ．

4 ．結論

　変厚鋼板 を 梁 フ ラ ン ジ に 用 い た増 厚 梁端 接合 部の 塑性

変形 能 力を調 べ る実験を行 っ た．

D 変 厚鋼板 を梁 フ ラ ン ジ に 用 い た試 験 体 は ハ ン チ形 式 の

試 験体 と 同 等 の 耐 力 な らび に 1一分 な 塑 性変形能力 を持 つ

こ とを確 認 した．

2） 歪 分布 に つ い て も変厚鋼板 を梁 フ ラ ン ジ に 用い た 試

験体 は ハ ン チ 形 式の 試 験 体 と同 様 の 傾 向 を示 し た ．
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図 6　幅方 向 ひず み 分布
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